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令和６年１２月定例会提出案件 補足資料 

議第９３号 綾部市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 
 

 

 人口減少や高齢化による医療需要の変化、国による診療報酬の見直し等により、本

市の実情に見合った病床規模と病床運営の適正化を図るため、病床数を見直すことと

し、条例を一部改正する。 

 

１．理由 

 ○新型コロナウイルス感染症の流行以降、４年連続での赤字決算となり、病院運営

は厳しい。 

○人口減少と高齢化による医療需要の変化に加え、新型コロナウイルス感染拡大に

よる入院制限、診療控え等により、入院、外来共に患者数が減少 

〇今後も引き続き病院運営を継続して行うため、医療需要に合った病院の適正規模

を検討し、診療機能を低下させず病床規模の再編等を含めコンパクトな持続可能

な病院経営を目指す。 

 

２．実施時期 

  令和７年４月１日 

 

３．病床内訳 

  変更後 １９９床（急性期病棟１４９床、地域包括ケア病棟５０床） 

  変更前 ２０６床（急性期病棟１５６床、地域包括ケア病棟５０床） 

 

４．参考 

○院内転棟制限の解除 

 ・２００床以上の病院は、急性期病棟から地域包括ケア病棟に転棟できる患者数

は６割に制限。２００床未満の病床数の場合その制限は無く、寄り添った医療

を行うことが可能。 

・患者も日数制限により退院することなく引き続き安心して医療を受けられる。 

 

〇柔軟な病床運営 

病棟単位ではなく病床単位の柔軟な病床運営が可能。病床運営の効率化や診療報

酬上の取扱いの変更による収益増加が見込める。 

 

 

 

 

 

 

 

資料② 
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 〇病床利用率 

年度 平均入院患者数 病床利用率 

平成３０年 １７７.７床 ８６.３％ 

令和 元 年 １７８.６床 ８６.７％ 

令和 ２ 年 １４５.８床 ７０.８％ 

令和 ３ 年 １４７.６床 ７１.７％ 

令和 ４ 年 １３７.９床 ６６.９％ 

令和 ５ 年 １４６.３床 ７１.０％ 

令和 ６ 年 

（10 月末まで） 
１６０.０床 ７７.７％ 

 

 

 

【問い合わせ】 

保健推進課 課長 芦田正彦 ☎０７７３（４２）０１１１ 


